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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    3/06     ３０４Ｅ
   Ｇ０６Ｆ    3/06     ３０１Ｃ
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月20日(2017.9.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータ読み取り可能な命令を保存するメモリと；
　前記命令を実行するよう構成された１つ又は複数のプロセッサとを備え；　前記プロセ
ッサは、
　ミラーリングが適用される複数のストレージ装置の少なくとも１つを速いストレージ装
置として設定し、
　ホストから書き込み要請されたデータへの命令を含む、第１書き込みコマンドを前記速
いストレージ装置に送信し、
　ホストメモリ内に保存されたデータの前記ホストから書き込み要請されたデータにメモ
リロックを設定し、前記メモリロックされた前記データが前記複数のストレージ装置へ書
き込まれた後に前記メモリロックを解除し、
　前記複数のストレージ装置の１つへの前記要請されたデータの書き込みについての情報
に基づいて、前記第１書き込みコマンドを受信していなかったストレージ装置に対して、
前記要請されたデータのためにトリムコマンドを送信することを特徴とするデータミラー
リング制御装置。
【請求項２】
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するよう構成されており、
　前記プロセッサは、さらに、前記書き込みコマンドに応答する書き込み完了速度に基づ
いて、前記速いストレージ装置を設定するよう構成されていることを特徴とする、請求項
１に記載のデータミラーリング制御装置。
【請求項３】
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するよう構成されており、
　前記プロセッサは、さらに、前記要請されたデータが前記速いストレージ装置に書き込
まれた後に、前記ホストに前記要請されたデータが書き込まれたことを示す書き込み完了
メッセージを送信するよう構成されていることを特徴とする、請求項１に記載のデータミ
ラーリング制御装置。
【請求項４】
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　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するよう構成されており、
　前記プロセッサは、さらに、前記速いストレージ装置を周期的又は非周期的に変更する
よう構成されていることを特徴とする、請求項１に記載のデータミラーリング制御装置。
【請求項５】
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するよう構成されており、
　前記プロセッサは、さらに、前記速いストレージ装置が変更されると、前記メモリロッ
クされたデータに対する前記第１書き込みコマンドを新しい速いストレージ装置へ送信す
るよう構成されていることを特徴とする、請求項４に記載のデータミラーリング制御装置
。
【請求項６】
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するよう構成されており、
　前記プロセッサは、さらに、前記速いストレージ装置を変更する条件が満たされている
と決定したとき、前記メモリロックされたデータへの前記第１書き込みコマンドを第１ス
トレージ装置へ送信し、前記第１ストレージ装置が前記メモリロックした前記データの書
き込み完了したとき、前記第１ストレージ装置を前記速いストレージ装置として設定する
ことにより前記速いストレージ装置を変更するよう構成されていることを特徴とする、請
求項４に記載のデータミラーリング制御装置。
【請求項７】
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するよう構成されており、
　前記プロセッサは、さらに、前記速いストレージ装置が故障したとき、前記メモリロッ
クされたデータへの前記第１書き込みコマンドを故障していない他のストレージ装置へ送
信するよう構成されていることを特徴とする、請求項１に記載のデータミラーリング制御
装置。
【請求項８】
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するよう構成されており、
　前記プロセッサは、さらに、前記ホストに欠陥があるとき、前記複数のストレージ装置
の各々に保存されているデータが同一であるか否かを決定し、保存されているデータが同
一でなかったときには、前記速いストレージ装置に保存されているデータに基づいて前記
複数のストレージ装置の中で前記速いストレージ装置として設定されていない１つ又は複
数の他のストレージ装置に書き込みコマンドを送信するよう構成されていることを特徴と
する、請求項１に記載のデータミラーリング制御装置。
【請求項９】
　前記複数のストレージ装置は少なくとも１つのハードデスクドライブ（ＨＤＤ）であり
、
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するよう構成されており、
　前記プロセッサは、さらに、前記ＨＤＤが前記速いストレージ装置として設定されたミ
ラーリングストレージ装置であれば、前記ホストによりランダムに書き込むよう要請され
たデータへの命令を含むランダム書き込みコマンドを前記ホストにより順次に書き込むよ
うに要請されたデータへの命令を含む順次書き込みコマンドに変換し、
　前記順次書き込みコマンドを前記ＨＤＤに送信するように構成されていることを特徴と
する、請求項１に記載のデータミラーリング制御装置。
【請求項１０】
　コンピュータ読み取り可能な命令を保存するメモリと；
　前記命令を実行するよう構成された１つ又は複数のプロセッサとを備え；
　前記プロセッサは、
　ホストより書き込み要請されたデータの書き込みコマンドを複数のミラーリングストレ
ージ装置へ送信し、前記要請されたデータが前記複数のミラーリングストレージの１つに
書き込まれた後に、前記ホストへ前記要請されたデータの書き込み完了メッセージを送信
し；
　前記要請されたデータの前記複数のミラーリングストレージ装置の１つへの書き込みに
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関する情報に基づいて、前記要請されたデータの前記書き込みコマンドを受信していなか
ったストレージ装置へトリムコマンドを送信するよう構成されていることを特徴とするデ
ータミラーリング制御装置。
【請求項１１】
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するよう構成されており、
　前記１つ又は複数のプロセッサは、さらに、前記複数のミラーリングストレージ装置の
少なくとも１つを速いストレージ装置として設定し；前記速いストレージ装置を周期的又
は非周期的に変更し；前記ホストにより書き込み要請されたデータの前記書き込みコマン
ドを前記速いストレージ装置へ送信するよう構成されていることを特徴とする、請求項１
０に記載のデータミラーリング制御装置。
【請求項１２】
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するよう構成されており、
　前記１つ又は複数のプロセッサは、さらに、前記速いストレージ装置が前記複数のミラ
ーリングストレージ装置の第１の装置から前記ミラーリングストレージ装置の異なる１つ
に変更されると、
　前記要請されたデータの以前の速いストレージ装置への書き込みに関する情報に基づい
て新しい速い装置へトリムコマンドを送信するよう構成されていることを特徴とする、請
求項１１に記載のデータミラーリング制御装置。
【請求項１３】
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するよう構成されており、
　前記１つ又は複数のプロセッサは、さらに、前記速いストレージ装置が前記複数のミラ
ーリングストレージ装置の第１の装置から前記複数のミラーリングストレージ装置の異な
る１つに変更されると、ガーベジコレクションコマンドを前記速いストレージ装置ではな
くなったストレージ装置に送信するよう構成されていることを特徴とする、請求項１２に
記載のデータミラーリング制御装置。
【請求項１４】
　コンピュータ読み取り可能な命令を保存するメモリと；
　前記命令を実行するよう構成された１つ又は複数のプロセッサとを備え；
　前記プロセッサは、
　ホストからの書き込み要請に応答して複数のミラーリングストレージ装置に第１書き込
みコマンドを送信し、前記第１書き込みコマンドは前記複数のミラーリングストレージ装
置に対し要請されたデータを保存するよう指令するものであり、
　前記要請されたデータは、ホストに保存された第１データであり、前記書き込み要請は
、前記第１データを前記複数のミラーリングストレージ装置の少なくとも１つに書き込む
要請を示すものであり；
　前記書き込み要請に応答して、前記ホストにおいて前記第１データにメモリロックを設
定し、前記第１データが前記複数のミラーリングストレージ装置への書き込みに応答して
、前記ホストにおける前記第１データへの前記メモリロックを解除するよう構成されてい
ることを特徴とするデータミラーリング制御装置。
【請求項１５】
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するように構成されており、
　前記１つ又は複数のプロセッサは、さらに、前記第１ミラーリングストレージ装置が前
記第１データの書き込みを完了したことを示す書き込み完了メッセージを受信した後に、
前記複数のミラーリングストレージ装置の第１の装置に第２の書き込みコマンドを送信す
るよう構成されており、前記第１ミラーリングストレージ装置は、前記複数のミラーリン
グストレージ装置の中で、前記第１データの書き込みを、残った複数のミラーリングスト
レージ装置に対比して時間的に最も早いポイントで完了したストレージ装置であることを
特徴とする、請求項１４に記載のデータミラーリング制御装置。
【請求項１６】
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するように構成されており、



(4) JP 2015-69651 A5 2017.11.2

　前記１つ又は複数のプロセッサは、さらに、前記第１書き込みコマンドを受信したがデ
ィスエーブルされていない前記複数のミラーリングストレージ装置の中からすべての装置
の前記第１データの書き込みの完了の決定に応答して、
　前記ホストでの前記第１データへの前記メモリロックを解除するように構成されている
ことを特徴とする、請求項１４に記載のデータミラーリング制御装置。
【請求項１７】
　前記１つ又は複数のプロセッサは、複数の命令を実行するように構成されており、
　前記１つ又は複数のプロセッサは、さらに、前記要請されたデータの前記書き込みコマ
ンドを前記要請されたデータの前記書き込みコマンドを受信していないストレージ装置へ
送信するよう構成されていることを特徴とする、請求項１０に記載のデータミラーリング
制御装置。
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